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平成7 年度。生活科の全面実施から4 年目です。この間の実践の成果は

子供の姿に明らかです。生活科の授業では, かつて見たことがないほど子

供が生き生きとしています。生活科の時間が今終わったばかりなのに,

匚先生, 今度いつ生活科をするの」と聞く子供がいます。 このようなこと

は, 全国の多くの先生が認めるところです。子供が生き生きと活動する。

子供は生活科の時間を待遠しいという。そこには,教育の真実があり,本物があると思われます。

そうした一方で, 生活科の授業が画一化, マンネリ化している。実施当初のような特色ある

授業が見られない。そういう指摘もあります。憂慮すべきことです。授業が画一化, マンネリ

化しているというのは, 実践を評価し, その評価を生かした授業の改善が疎かになっているこ

とを意味するからです。低学年の育ちざかりの子供は, 一日として同じではありません。変化

の激しい社会の中で, 地域の様子も刻々と変わっています。また, 授業をして, ああすればよ

かった, と悔やまれることも多いいと思います。 そういうことに積極的に対応してこそ, 生活

科の授業が確かなものになります。

多くの実践が生まれた今日, 生活科教育の充実と発展に当たって, 次の二つが大切なように

思われます。

その一つは, 生き生きと楽しく活動する子供についての研究です。子供には, 子供がおのず

から学び・育つ筋道があるように思われます。そうした世界を理解しようと もせず,「ただ生

き生きと楽しいだけではだめだ」というのでは, 大人( 教師) の流儀を押し付けることになり

ます。子供らしさの発揮のしようもありません。

二つに, 指導計画や授業について, 計画, 実践, 評価を着実に行うことです。 それは実践を

大切にするということです。特色ある, というのは, 奇抜であったり他に類がないことを意味

するものではありません。実践を大切にする結果としてあるものと考えます。

幸いなことに生活科教育学会の会員構成は, 教師, 研究者, 行政関係者, マスコミ関係者な

ど多彩です。積極的な交流を図ることによって, それぞれの立場を生かした教育研究が可能で

す。生活科教育の充実と発展のため, 本誌を通して会員皆様の英知が結集されることを願うも

のです。
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